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５月13日 、今山橋開通式が新今山橋上において、関

係者・住民1,200人あまりの参集のなか、盛大に執り行

われました。

安全祈願の神事の後、テープカット、クス玉割り、町

長はじめ関係者や３代夫婦３組の渡り初めが行われ、10

石のもち投げを行い、新今山橋の開通を祝いました。

今山橋は主要地方道路徳島上那賀線と今山地区を結ぶ

生活道路で、勝浦川を渡る区間に架かる橋梁です。

また、昭和31年に架設された旧橋は、新しい橋の完成

に伴い撤去されることになります。

３代夫婦３組の渡り初め

（沼江 東さん、

星谷 藤木さん、
星谷 西尾さん）

今山子ども会による山車

生比奈小学校児童に

よるパレード

路線名 町道 今山中央線

橋 長 183ｍ

幅 員 車道 5．5ｍ

歩道 3．0ｍ×2

施行期間 平成６年度から平成14年度

総事業費 13億９千万円

橋の概要

橋 長 153．4ｍ

幅 員 4．8ｍ

旧橋の概要

今山橋が完成

（月）
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１．http://www2s. b iglo be. ne. jp/ s̃aka-s/k i n k i f ls t. h tm
２．http://www.h4.d ion. ne. jp/ s̃18tamu/

五
月
十
九
日

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会

あいさつする桑村会長

ふ
る
さ
と
勝
浦
か
ら
は
、
町
長
は
じ
め

議
会
議
員
、
勝
浦
井
戸
端
塾
、
坂
本
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
運
営
委
員
会
の
か
た
が
た

が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
、
今
年
四
月
に
ご
逝
去

さ
れ
た
平
賀
名
誉
会
長
に
全
員
で
黙
祷
を

捧
げ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
野
神
副
会
長
の
司
会
の
も

と
川
口
町
長
、
宮
本
町
議
会
議
長
の
祝
辞
と

来
賓
紹
介
に
続
い
て
、
平
成
十
三
年
度
の

経
過
報
告
と
会
計
報
告
お
よ
び
平
成
十
四

年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て
議
事

が
進
行
さ
れ
、
す
べ
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
今
年
三
月
、
勝
浦
町
坂
本
に

オ
ー
プ
ン
し
た
「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も

と
」
の
紹
介
が
、
海
川
委
員
長
は
じ
め
地

元
の
皆
さ
ま
に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
殿
川
早
苗
さ
ん
に
よ
る
お
手
玉

演
舞
の
披
露
も
あ
り
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
の
懇
親
会
で
は
、
加
統
氏

の
司
会
で
、
再
会
を
懐
か
し
ん
だ
り
近
況
を

伝
え
あ
っ
た
り
と
の
合
間
に
自
慢
の
の
ど

の
披
露
や
特
産
品
の
抽
選
会
も
あ
り
、
楽

し
い
時
間
が
ま
た
た
く
ま
に
過
ぎ
ま
し
た
。

今
年
の
懇
親
会
の
特
筆
は
ふ
る
さ
と
棚

野
か
ら
来
て
い
た
だ
い
た
女
性
二
人
の
熱

演
で
し
た
。

来
年
は
十
周
年
で
あ
り
、
ふ

る
さ
と
勝
浦
で
の
開
催
も
検
討

中
で
す
の
で
、
残
念
な
が
ら
都

合
で
出
席
で
き
な
か
っ
た
方
も
、

ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る

さ
と
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情

報
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

ご
覧
く
だ
さ
い
。

大
阪
府
吹
田
市
万

博
公
園
内
の
オ
オ
サ
カ
サ
ン
パ
レ
ス

に
お
い
て
第
九
回
総
会
と
懇
親
会
が
、

総
勢
百
五
名
の
参
加
を
得
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（日）
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徳
島
農
林
事
務
所

農
業
振
興
課

柴
折
係
長

大
変
充
実
し
た
研
修
内
容
と
、
参

加
さ
れ
た
皆
さ
ん
の
真
剣
さ
に
感
銘

を
受
け
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
を
生

か
し
て
、
集
落
協
定
の
取
り
組
み
が

よ
り
活
発
に
な
り
ま
す
よ
う
、
ご
期

待
申
し
上
げ
ま
す
。

徳
島
普
及
セ
ン
タ
ー

小
松
島
勝
浦
支
所

岩
花
係
長

院
内
町
で
は
棚
田
の
周
り
に
防
護

柵
を
張
り
巡
ら
し
た
り
、
共
同
の
水

路
、
農
道
管
理
等
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
直
入
町
で
は
対
象
地
域
の
全
て

の
農
家
が
加
入
し
、
事
務

処
理
の
職
員
を
雇
っ
て
お

り
村
全
体
で
非
常
に
ま
と

ま
り
の
あ
る
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。

地
域
の
活
性
化
は
、
リ
ー

ダ
ー
と
住
人
み
ん
な
が
創

意
工
夫
し
て
や
る
気
を
起

こ
す
こ
と
で
す
。
こ
の
制

度
を
活
用
し
て
農
村
の
共

同
意
識
、
農
業
所
得
の
向

上
を
図
っ
て
地
域
に
活
力
と
活
気
が

出
る
よ
う
普
及
セ
ン
タ
ー
と
し
て
も

農
業
技
術
、
農
業
経
営
の
指
導
支
援

を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

中

角

東

三
崎
厚
克
さ
ん

直
入
町
の
推
進
協
議
会
の
発
足
と

事
務
員
の
雇
用
は
、
集
落
の
事
務
を

一
手
に
引
き
受
け
て
い
る
の
で
、
新
し

い
推
進
事
業
と
し
て
興
味
が
湧
い
た
。

中
山
第
二

栗
城
武
夫
さ
ん

中
山
間
制
度
の
直
入
町
に
お
け
る

農
家
加
入
率
一
〇
〇
％
は
驚
い
た
。

協
議
会
事
務
員
の
雇
用
と
農
家
主

導
で
推
進
が
図
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
と

感
心
し
た
。

横
瀬
立
川

中
村

悟
さ
ん

横
瀬
地
区
で
も
猪
の
被
害
は
、
家

里
ま
で
出
没
す
る
な
ど
近
年
増
大
し

て
い
る
。
院
内
町
の
よ
う
に
農
地
に

防
護
柵
を
設
置
す
る
に
は
相
当
な
費

用
が
か
か
り
、
農
地
を
守
る
た
め
に

は
、
今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
。

坂
本
松
尾

宮
田
新
二
さ
ん

全
国
至
る
と
こ
ろ
で
猪
被
害
が
増

大
し
て
い
る
。
過
疎
化
で
人
が
い
な

く
な
る
と
動
物
が
住
み
や
す
く
な
る

の
だ
ろ
う
。
院
内
町
の
猪
防
護
柵
や
捕

獲
機
は
参
考
に
な
っ
た
。
松
尾
に
お
い

て
二
〇
ａ
の
あ
じ
さ
い
を
栽
培
し
て

い
る
が
院
内
で
は
、
六
〇
ｈａ
の
コ
ス

モ
ス
、
菜
の
花
が
町
を
彩
っ
て
い
る
。

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
視
察
研
修
報
告

直入町での研修状況

直入町現地研修カントリーエレベーター
（荷受・乾燥・貯蔵の攪撹拌装置付50ｔ角型
ビン33基により高品質累積混合撹拌ができる）

直入町現地研修カントリーエレベータ
の巨大施設に圧倒

院町での研修状況

院内町現地研修鳥獣害対策の被害防止柵

院内町イノシシ捕獲器と被害防止柵

中山間視察
研修団一行
36名

去
る
五
月
九
日
か
ら
十
日
、

倉
橋
助
役
団
長
を
は
じ
め
総
勢

三
十
六
名
が
、
大
分
県
院
内
町

と
直
入
町
を
訪
れ
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
に
お
け
る

視
察
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

推
進
状
況
や
取
組
活
動
等
創

意
あ
ふ
れ
る
内
容
の
説
明
、
現

地
で
の
実
状
や
施
設
を
見
学
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
た
各

集
落
で
の
取
り
組
み
の
充
実
や

さ
ら
な
る
農
業
振
興
を
図
る
こ

と
な
ど
を
目
的
と
し
て
、
推
進

状
況
や
実
施
状
況
、
こ
れ
か
ら

の
展
望
な
ど
、
現
地
に
行
か
な

く
て
は
聞
け
な
い
こ
と
、
見
え

な
い
こ
と
を
勉
強
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
の
ご
意
見
、
感
想
等

い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
今
後
の
各
集

落
で
の
共
同
取
り
組
み
、
推
進

に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

研
修
を
終
え
て
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平成13年度 中山間地域等直接支払事業の実施状況

協定
整理
番号
（協定数）

協 定

集落名

協定
参加
者数

交付金額

（円）

協定対象農用地面積（㎡） 主な共同取組活動の内容

計
（㎡）

田 畑 （農業生産活動、生産性・収益の向上、

担い手の定着等に関すること）
急傾斜
（㎡）

緩傾斜
（㎡）

急傾斜
（㎡）

緩傾斜
（㎡）

１ 石 原 52 4,111,026 356,597 29,579 57,490 260,825 8,703 農道・用水路の管理、花づくり

２ 沼 江 51 3,631,250 313,032 30,184 63,053 215,460 4,335 農道の管理、農機具・農薬の一括購入

３ 掛 谷 22 1,352,055 148,542 13,214 3,442 73,178 58,708 農道の管理、花づくり

４ 山 西 31 1，441，940 170,459 8,697 857 86,160 74,745 農道の管理、農機具・農薬の一括購入

５ 中 角 東 25 1,880,161 163,541 163,471 70 農道の管理、研修会

６ 中 角 西 11 917,205 79,757 79,757 農道の管理、農機具、鳥獣捕獲機の一括購入

７ 生 名 71 4,522,505 432,804 14,413 23,136 331,419 63,836 農道の管理、農機具、鳥獣捕獲機の一括購入

８ 今 山 45 3,587,612 314,815 310,720 4,095 農道・ミニ四国八十八ヵ所参道の管理

９ 黒 岩 15 688,447 59,865 59,865 農道の管理

10 星 谷 67 3,916,233 400,657 4,396 311,769 84,492 農道の管理、研修会、農機具の一括購入

11 久 国 45 1,894,965 211,899 10,315 5,548 118,480 77,556 農道の管理、農機具・農薬の一括購入

12 棚野石倉谷 29 1,046,308 85,448 6,928 78,250 270 農道の管理、ビオトープ（昆虫類の保護）

13 棚野大谷 19 1,445,056 122,025 4,849 116,639 537 農道の管理、鳥獣害防除（特にイノシシ）

14 中山第１ 24 1,295,302 112,840 1,756 1,401 107,916 1,767 農道・用水路の管理

15 中山第２ 36 3,040,679 250,679 16,618 234,061 農道の管理、研修会

16 中山第３ 49 2,668,232 225，783 16,673 9，836 192，744 6，530 農道・用水路の管理、研修会

17 横瀬立川 22 1,529,062 125,539 10,232 113,827 1,480 農道の管理、研修会

18 横瀬前川 18 820,032 71,808 71,088 720 農道の管理、研修会

19 横瀬寺谷 13 899,382 80,180 77,344 2,836 農道の管理

20 与川内下分 26 1,207,547 106,449 104,372 2,077 農道の管理

21 与川内中央 18 656,994 59,306 2,693 50,287 6,326 農道の管理、地区協議会

22 与川内宮平 37 4,065,119 330,470 31,767 294,069 4,634 農道・用水路の管理、研修会

23 坂 本 下 22 1,708,069 136,116 17,733 7,351 111,032 農道・用水路の管理、研修会、オハツキ銀杏の周辺整備

24 坂本３部 44 1,978,864 164,874 10,815 1,109 150,944 2,006 農道の管理

25 坂本松尾 36 2,117,474 184,888 5,882 170,929 8,077 農道の管理、花づくりとあじさい祭り

26 坂本黄檗 16 1,537,710 131,526 5,094 123,528 2,904 農道・用水路の管理、農薬の一括購入

844 53,959,229 4,839,899 237,442 177,619 4,008,134 416,704

※問い合わせは、役場産業振興課（ ２－1505）

＜勝浦町全体の行事＞

・平成14年３月30日 「勝浦町中山間地域活性化大会」が勝浦町農村環境改善センターにおいて
盛大に行われ、集落協定参加者288名が出席しました。

５
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Part 11

““市市町町村村合合併併””地地区区説説明明会会
全全地地区区終終了了！！

徳
島
市
と
の
合
併
の
可
能
性
を
探
る

努
力
を
し
た
の
か
？

勝
浦
町
で
は
、
合
併
の
枠
組
み
を
検
討
す

る
に
あ
た
り
、
直
接
的
、
間
接
的
に
近
隣

市
町
村
に
確
認
し
た
。
徳
島
市
に
つ
い
て

も
、
昨
年
秋
、
町
長
が
徳
島
市
長
に
会
っ

た
際
、
合
併
に
つ
い
て
意
見
交
換
し
た
が

消
極
的
な
姿
勢
が
う
か
が
え
た
。
ま
た
、

県
や
近
隣
市
町
村
の
情
報
、
新
聞
の
首
長

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
け
る
徳
島
市
長
の
回
答

か
ら
徳
島
市
と
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
当

面
の
進
展
は
望
め
な
い
と
判
断
し
た
。

財
政
面
の
問
題
だ
け
で
合
併
を
進
め

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

財
政
難
に
よ
る
地
方
自
治
運
営
が
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
合
併
を
進

め
る
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
地

方
分
権
に
よ
る
権
限
移
譲
な
ど
地
方
自
治

を
取
り
巻
く
課
題
は
多
く
、
町
の
将
来
を

考
え
た
と
き
、
現
在
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
行
財
政
基
盤

を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
基
本
と
考
え
、
そ

の
手
段
と
し
て
合
併
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ

た
。

合
併
後
、
議
員
数
は
全
体
で
三
十
名

に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
議
員
数

が
少
な
く
な
り
、
地
域
の
意
見
が
反

映
で
き
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
？

議
員
数
は
、
単
純
に
人
口
割
合
で
算
出
す

る
と
四
名
程
度
と
な
る
。
合
併
後
の
選
挙

制
度
に
お
い
て
、
選
挙
区
を
全
市
一
区
や

旧
市
町
単
位
で
選
挙
区
を
設
け
る
と
い
う

方
法
が
あ
る
が
、
導
入
す
る
制
度
は
法
定

協
議
会
に
お
い
て
検
討
し
て
い
く
こ
と
と

な
る
。
ま
た
、
地
域
の
意
見
を
反
映
す
る

方
法
と
し
て
地
域
審
議
会
を
設
置
し
、
新

市
建
設
計
画
の
堅
実
な
施
行
を
促
す
な
ど

本
町
が
他
の
地
域
と
比
べ
て
不
公
平
に
な

ら
な
い
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

町
か
ら
市
に
な
っ
た
場
合
、
固
定
資

産
税
が
高
く
な
っ
た
り
、
都
市
計
画

税
が
い
る
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い

か
。

固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
、
各
市
町
と
も

地
方
税
法
で
定
め
ら
れ
た
課
税
を
し
て
お

り
、
税
率
は
同
じ
で
超
過
課
税
は
し
て
い

な
い
。
都
市
計
画
税
に
つ
い
て
は
、
県
内

で
徳
島
市
と
北
島
町
が
課
税
し
て
い
る
の

み
で
あ
る
。

答
問
② 答

問
①

答
問
④ 答

問
③

３月から合併推進へのご理解を深めて
いただくとともに、住民の皆さんのご意
見をお聴きするため開催してきました市
町村合併地区説明会が、５月17日の山西
地区を最後に終了しました。
広報「かつうら」５月号に引き続き説明
会の中での質問や意見と、それに対する回
答を数点ピックアップし、ご紹介します。

市町村合併を考える
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五
月
十
八
日

、
小
松
島
市
ミ
リ
カ
ホ
ー
ル
に
お
い

て
、
勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域
間
一
市
四
町
合
併
検
討
協

議
会
と
徳
島
県
な
ど
が
主
催
し
た
「
市
町
村
合
併
を
考

え
る
・
リ
レ
ー
ト
ー
ク
と
く
し
ま
ウ
ェ
ー
ブ

」
に
一

市
四
町
の
住
民
な
ど
四
百
五
十
人
が
参
加
し
、
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

市
町
村
合
併
へ
の
協

議
が
進
み
つ
つ
あ
る
一

市
四
町
合
併
検
討
協
議

会
会
長
西
川
政
善
小
松

島
市
長
と
徳
島
県
県
民

環
境
部
地
域
振
興
局
河

野
尚
二
局
長
の
あ
い
さ

つ
が
あ
り
、
続
い
て
一

部
で
は
「
一
市
四
町
の

首
長
に
き
く
」
と
題
し
、

各
市
町
の
現
状
や
合
併

に
対
す
る
思
い
な
ど
が

各
首
長
か
ら
語
ら
れ
ま

し
た
。
勝
浦
町
の
川
口
町
長

は
こ
の
中
で
「
五
十
年

先
を
見
通
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
考
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
足
腰
の

強
い
基
盤
が
必
要

で
、
こ
の
一
市
四

町
の
合
併
は
す
ば
ら

し
い
枠
組
み
と
考
え
て
い

る
。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
住
民
の
意
見
を
反
映

す
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
生
か
し
、
お

互
い
が
譲
り
合
う
と
こ
ろ
は
譲
る
と
い
っ
た
精
神
で
全

体
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
勝
浦

町
で
取
り
組
ん
で
き
た
農
業
と
福
祉
を
基
本
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
は
、
ぜ
ひ
、
勝
浦
の
特
性
と
し
て
今
後
も
取

り
組
み
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

二
部
の
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
は
、
住

民
代
表
の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
勝
浦
町
か
ら
は
、
美
馬

友
子
さ
ん
（
棚
野
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

美
馬
さ
ん
か
ら
は
「
合
併
に
つ
い
て
住
民
は
十
分
な
認

識
が
な
い
ま
ま
、
行
政
任
せ
で
進
ん
で
い
る
気
が
す
る
。

合
併
を
わ
か
り
や
す
く
理
解
す
る
、
ま
た
住
民
の
質
問
や

意
見
の
言
え
る
機
会
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
」
の
問
い
か
け

に
、
出
席
し
た
川
口
町
長
は
「
合
併
は
町
の
将
来
を
左
右

す
る
大
き
な
選
択
。
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
出
張
講
座

を
今
後
も
続
け
て
い
き
た
い
の
で
、
要
望
が
あ
れ
ば
い
つ

で
も
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
計
画
策
定
に
は
、
住
民
も
参
加
し
て
い
た
だ
く
と
共
に
、

住
民
の
意
見
を
聴
く
た
め
に
引
き
続
き
住
民
説
明
会
を
開

催
し
て
い
き
た
い
」
と
答
え
ま
し
た
。

他
の
出
演
者
か
ら
も
活
発
な
意
見
が
あ
り
、
閉
会
時

間
を
三
十
分
以
上
超
過
し
終
了
し
ま
し
た
。

任
意
で
設
立
さ
れ
て
い
る
勝
浦
川
・
那
賀
川
流
域

間
一
市
四
町
合
併
検
討
協
議
会
の
第
三
回
総
会
が
、

五
月
二
十
四
日
、
勝
浦
町
の
「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か

も
と
」
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一
市
四
町

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
と
の
交
流
を
い
ま
か
ら
進
め
て
い

こ
う
と
、
各
市
町
を
巡
回
し
会
場
を
設
営
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
す
。

①

合
併
協
議
会
規
約
（
案
）
に
つ
い
て

②

合
併
協
議
会
予
算
に
係
る
各
市
町
の
負
担
割

合
（
案
）
に
つ
い
て

市町村合併豆知識

正式には「市町村の合併の特
例に関する法律」といい、市町

村行政の広域化の要請に対処し、
自主的な市町村の合併を推進し、
あわせて合併市町村の建設に係
る支援措置の充実が目的となっ
ています。
この法律は、昭和40年に制定
された時限立法で、平成17年３
月31日が最終の法期限となって

います。

合併特例法とは？

五
月
二
十
四
日

「
ふ
れ
あ
い
の
里

さ
か
も
と
」
に
お
い
て

第
三
回

勝
浦
川･

那
賀
川
流
域
間

一
市
四
町
合
併
検
討
協
議
会
総
会
が
開
催
！

五
月
十
八
日

市
町
村
合
併
を
考
え
る
・
リ
レ
ー
ト
ー
ク

と
く
し
ま
ウ
ェ
ー
ブ
２１
ｉｎ

小
松
島･
勝
浦･

上
勝･

那
賀
川･

羽
ノ
浦

450人
が

参加
！

小
松
島
ミ
リ
カ
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る

協
議
さ
れ
た
内
容 （金）

（土）（土）
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ククリリーーンン情情報報

毎年６月から９月までの第１日曜日を全町一斉清掃日と定め、環境衛生の
保全、環境美化の向上にご協力いただき「清流に緑映え人輝くまちかつうら」
づくりに成果をあげています。本年も

６月２日・７月７日・８月４日・９月１日
を予定しています。各地区の区長さんや保健部長さんの指示に従って、地区
の実情にあった方法で、１戸に１人は参加いただき、ご協力をお願いします。

６月２日 全町一斉清掃日は

生
活
様
式
の
多
様
化
に
よ
っ
て
、

集
ま
る
粗
大
ご
み
や
燃
え
な
い
ご
み

の
量
が
増
加
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴

い
、
そ
れ
ら
を
処
理
す
る
経
費
も
増

加
し
て
き
て
い
ま
す
。

住
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
修
理
可
能

な
物
は
、
修
理
し
て
使
っ
て
い
た
だ

き
、
廃
棄
物
を
で
き
る
だ
け
少
な
く

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
粗
大
ご
み
を
処
分
し
た
い

場
合
の
手
順
は
、
集
団
で
回
収
す
る

「
家
庭
の
粗
大
ご
み
回
収
日
」
を
で

き
る
だ
け
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
今
年

度
の
今
後
の
回
収
予
定
は
、

■

平
成
十
四
年
六
月
二
日

星
谷
運
動
公
園
駐
車
場

■

平
成
十
四
年
九
月
一
日

星
谷
運
動
公
園
駐
車
場

■

平
成
十
四
年
十
二
月
一
日

星
谷
運
動
公
園
駐
車
場

の
三
回
で
す
。
そ
の
日
に
回
収
場
所

ま
で
各
自
で
運
搬
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（
雨
天
の
場
合
は

次
週
の
日
曜
日
に
延
期
）

そ
の
日
以
外
の
場
合
は
、
お
手
数

で
す
が
、
事
前
に
町
役
場
住
民
課
で

処
理
手
数
料
を
支
払
っ
た
後
、
不
燃

物
処
理
場
へ
各
自
で
運
搬
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

粗
大
ご
み
回
収
日
の
お
知
ら
せ

ガラスびんは環境にやさしい容器といわれています。

地球環境を守るために、私たちができることは、物を
大切にすること。そして、できるだけごみをださないこ
と。ガラスびんは、じょうずにリサイクルすれば、まっ
たくごみにならない容器なのです。リターナブルびんな
どは洗って何度も使えます。
今回は、住民の皆さんのご協力で分別収集しているガ
ラスびんについて、あきびんを砕いて新しいガラスびん

の原料になるまでについてご紹介します。

１ ガラスびんの出し方ルール
キャップを取る。
（外れにくい中栓やラベル
は無理に外さなくてもＯＫ）

中をさっと洗う。
（加工する工程で、悪臭が
発生し不衛生なため）

ガラスびん以外のものを混ぜない。
（蛍光灯・電球・耐熱ガラスの調理器具・コッ
プ・缶・陶器類等。これ
らが混入すると製品とし

ての丈夫なガラスびんを
作れません。絶対に混ぜ
ないでください。）

２ 分別方法
無色のびん 水色のコンテナ
茶色のびん 柿色のコンテナ
その他の色のびん 黄色のコンテナ
（緑・黒・水色等のびん）

３ 収集場所
毎月の広報かつうらでご確認ください。

４ びんの原料カレットに加工する場所
徳島資源リサイクルセンター㈲ 阿南市上中町

５ あきびんの他用途利用
グラスウールの断熱材

粘土と混ぜてタイル
アスファルトに混ぜて舗装材
根固め用コンクリートブロックの素材

６ 最 後 に
全てのリサイクルは住民の皆さんの分別から始まり
ます。どうかご協力をお願いします。

ガラスびんリサイクル

④ 破 砕

① 分 別 ② 収 集 ③ 保 管

⑤ 異物除去 ⑥ 製 品

（日）（日）
（日）

（１）

（２）

（３）
（１）

（２）

（３）

（４）

（１）
（２）
（３）

（４）
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６月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日
（４日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼 江 集 会 所 前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日
（11日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

第
３
火
曜
日

（18日）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東 林 庵 （ 屋 敷 内 ）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

第

４

火

曜

日

（25日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久 保 の 内 フ ェ ン ス 横

長 福 寺 前 フ ェ ン ス 横

ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

６月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日
（３日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼 江 集 会 所

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前
（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日
（10日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

第
３
月
曜
日

（17日）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵（ 屋 敷 内 ）

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（24日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙
チラシが入っているのは大丈夫です。それ以外
は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は、
破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

今月の回収日 ６月１日 午前９時まで

【
お
願
い
】
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
が
増
え
て
い
ま

す
。
放
し
飼
い
や
捨
て
犬
は
社
会
の
迷
惑
に
な
り

ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
大
切
に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
て
い
な
い
犬

は
、
必
ず
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

不
用
犬
の
引
き
取
り
日

●

六
月
十
二
日

●

六
月
二
十
六
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は

印
鑑
と
鑑
札
が
必
要
で
す
。

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（水）

（土）

（水）

（１）

（２）

（３）
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税
務
職
員
は
、
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（
税
務
）
試
験
の
合
格
の
中
か
ら
採
用
さ

れ
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
国
家
公
務
員
採
用
Ⅲ
種

（
税
務
）試
験
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
験
資
格

昭
和
五
十
七
年
四
月
二
日
か
ら
昭

和
六
十
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
者

受
験
申
込
用
紙
人
事
院
四
国
事
務
局
、
高
松
国

税
局
、
各
税
務
署
に
あ
り
ま
す
。

申
込
受
付
期
間
平
成
十
四
年
六
月
十
九
日

か
ら

平
成
十
四
年
六
月
二
十
六
日

申
込
先

人
事
院
四
国
事
務
局

〒
七
六
〇
―
〇
〇
六
八

高
松
市
松
島
町
一
―
一
七
―
三
三

〇
八
七
―
八
三
一
―
四
七
六
五

※
ご
不
明
の
点
は
、
高
松
国
税
局
人
事
第

二
課
試
験
研
修
係
ま
た
は
徳
島
税
務
署

総
務
課
（

〇
八
八
―
六
二
二
―
四
一

三
一
）
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

勝
浦
の
四
季
の
景
観
、
豊
か
な
自
然
、

清
流
、
文
化
遺
産
な
ど

か
つ
う
ら
の
自

然
と
文
化

を
カ
メ
ラ
と
ビ
デ
オ
に
よ
り

後
世
に
残
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

フ
ォ
ト
か
つ
う
ら
で
は
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
に
加
入
を
希
望
の

方
は
六
月
十
日

ま
で
に
岡
慶
次
郎
さ
ん

（
久
国
・

二
―
二
三
二
〇
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

気
楽
に
楽
し
く
ご
参
加
く
だ
さ
る
こ
と

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
」で
は
、「
山

か
ら
学
ぶ
自
然
の
学
校
」
と
し
て
い
ろ
い

ろ
な
農
村
体
験
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

一

日

竹
炭
づ
く
り
・
田
植
え

二

日

こ
ん
に
ゃ
く
づ
く
り

梅
干
し
づ
く
り

九

日

草
木
染
め

田

植

え

十
六
日

絵
手
紙
づ
く
り

二
十
三
日

お
手
玉
演
舞
の
体
験
と
鑑
賞

時

間

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

料

金

体
験
料
五
百
円
＋
材
料
代

そ
の
他

山
菜
取
り
・
ま
す
釣
り
・
あ
め

ご
の
つ
か
み
取
り
・
竹
細
工
が

あ
り
ま
す
。

（
準
備
の
都
合
上
、
ご
予
約
く
だ
さ
い
。）

団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、
上
記
の
日

程
以
外
で
も
実
施
可
能
で
す
の
で
、
お
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（

四
―
二
一
一
〇
）

五
月
十
五
日
岡
山
県
に
お
い
て
、
鶏
ニ
ュ
ー

カ
ッ
ス
ル
病
が
発
生
し
ま
し
た
。
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
や
消
毒
等
に
よ
り
予
防
に
心
が

け
て
く
だ
さ
い
。
養
鶏
農
家
は
も
ち
ろ
ん

数
羽
で
も
飼
っ
て
い
る
方
も
ワ
ク
チ
ン

（
千
羽
当
た
り
五
百
円
程
度
）
接
種
を
お

勧
め
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
先
産
業
振
興

課
も
し
く
は
、
徳
島
家
畜
保
険
衛
生
所

（

〇
八
八
―
六
三
一
―
八
九
五
〇
）
ま
で
。

募 集

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura.tokush ima.jp
議会事務局 ２－２５１３
gika i@town.katsuura.tokush ima.jp
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura.tokushima.jp
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokush ima.jp

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokush ima.jp
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokush ima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura.tokush ima.jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyou iku@town.katsuu ra.tokushima.jp

情報アラカルト

税
務
職
員（
税
務
大
学
校
）

募
集

徳
島
税
務
署

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病

予
防
に
つ
い
て

産
業
振
興
課

お知らせ
「
ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
」

六
月
の
農
村
体
験
の

お
知
ら
せ

産
業
振
興
課

結
成
！

フ
ォ
ト
か
つ
う
ら
カメラ

ビデオ

（月）

（水）

（土）（日）

（水）

（日）（日）（日）
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女
性
は
、
そ
の
一
生
の
中
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
時
期
に
よ
る
特
有
の
健
康
や
心
の
問

題
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
女
性
の
健
康

づ
く
り
の
た
め
に
「
女
性
の
健
康
相
談
」

を
始
め
ま
し
た
。
専
門
医
や
保
健
師
が
ア

ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
悩
み
に
お
答
え
し
ま

す
。
女
性
の
健
康
に
つ
い
て
、
気
に
な
る

こ
と
や
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ
ば
、
ど

ん
な
こ
と
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
は
遵
守
し
ま
す
。
料
金
は
無
料

で
す
。
例
え
ば
こ
ん
な
悩
み
や
相
談
に
応
じ
ま
す
。

・
月
経
異
常
・
性
感
染
症
・
ダ
イ
エ
ッ
ト

と
栄
養
・
避
妊
・
不
妊
・
婦
人
科
疾
患
・

妊
娠
・
出
産
・
更
年
期
に
起
こ
り
や
す

い
問
題
等

定
例
相
談

専
門
医
や
保
健
師
が
直
接
ご
相
談
に
応

じ
ま
す
。
診
察
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
日
時

毎
月
第
三
金
曜
日

午
後
二
時
か
ら
五
時

※
予
約
が
必
要
で
す
。
事
前
に
お
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

随
時
相
談

保
健
師
が
電
話
、
面
接
に
よ
り
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

・
日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時

・
場
所

阿
南
保
健
所

（
阿
南
市
富
岡
町
佃
町
五
三
九
―
七
）

〇
八
八
四
―
二
二
―
〇
〇
七
二

育
児
相
談
事
業

生
比
奈
保
育
所
で
は
、
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
一
環
と
し
て
、
育
児
相
談
を
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
の
発
育
・
食
事
・
排

泄
・
言
葉
な
ど
、
ど
ん
な
小
さ
な
疑
問
・

悩
み
で
も
お
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。来

所
し
て
く
だ
さ
っ
て
も
電
話
で
も
結
構
で
す
。

一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
私
た
ち
を
話
し

相
手
に
気
分
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ
、
ビ

タ
ミ
ン
愛
の
補
給
を
し
、
明
日
か
ら
の
育

児
や
仕
事
の
活
力
に
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

日

時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日

午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

二
―
三
〇
七
七

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談
・

電
話
相
談

絵
本
の
貸
し
出
し
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す

わ
ん
ぱ
く
教
室
に
お
越
し
に
な
ら
れ
た

と
き
や
お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
を
お
迎
え

に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
と
き
な
ど
お
子
さ
ま

と
一
緒
に
絵
本
を
選
び
、
し
っ
か
り
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
心
に
響
く

読
み
聞
か
せ

を
し
ま
し
ょ
う
ね
。

難
病
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
原
因
が
わ
か

ら
ず
、
慢
性
的
に
経
過
す
る
病
気
で
す
。

そ
の
た
め
に
患
者
さ
ん
や
家
族
の
か
か

え
る
身
体
的
・
精
神
的
な
負
担
は
た
い
へ

ん
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

患
者
さ
ん
や
家
族
の
方
が
、
地
域
で
よ

り
よ
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
私
た
ち
で

で
き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

＊
都
合
に
よ
り
日
程
・
内
容
が
変
更
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

場

所

第
一
回
か
ら
第
五
回

阿
南
保
健
所

大
会
議
室

第
六
回

阿
南
ひ
ま
わ
り
会
館

受
講
対
象
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関

心
が
あ
り
、
全
日
程
を
受
講
で

き
る
方

参
加
費

無

料

参
加
申
込
・
問
い
合
わ
せ

阿
南
保
健
所

疾
病
対
策
係
・

健
康
対
策
係

〇
八
八
四
―
二
二
―
〇
〇
七
二

〈
内
線
三
五
・
三
二
〉

参
加
希
望
者
は
六
月
二
十
一
日
ま
で
に

電
話
で
保
健
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

女
性
の
健
康
相
談
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

福

祉

課

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

福

祉

課

26日 19日 12日 ５日

○
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○
六
月
の
お
誕
生
会

○
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

○
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○
歯
科
衛
生
師
さ
ん
に
よ
る
歯
み
が

き
指
導
と
人
形
を
使
っ
て
の
歯
の
話

○
一
緒
に
遊
ぼ
う

し
ゃ
ぼ
ん
玉

○
お
誕
生
会
の
写
真
撮
影
・
歌
な
ど

○
発
育
測
定

○
保
健
師
に
よ
る
健
康
相
談

○
室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○
エ
プ
ロ
ン
シ
ア
タ
ー
・
手
遊
び

六
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

難
病
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座

福

祉

課

日 程
実施月日 時 間 内 容
第１回
６月25日

午後１時30分
から４時 「ボランティア入門」

第２回
７月10日

午後１時30分
から４時

「慢性疾患をもつ子
どもの理解」

第３回
７月23日

午後１時30分
から４時

「神経難病の理解」

第４回
８月６日

午後１時30分
から４時

「患者・家族の理解」

第５回
８月22日

午後１時30分
から４時

「《話を聴く》とい
うこと」

第６回
９月３日

午後１時30分
から３時30分

交流会
『神経難病教室』に参加

（火）

（火）

（火）

（火）

（火）

（火）

（水）（水）（水）（水）
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身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
援
護
を
受

け
る
為
に
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
手
帳
の
交

付
を
受
け
る
に
は
、
次
の
も
の
が
必
要
で
す
。

１

指
定
医
師
に
書
い
て
も
ら
っ
た
身
体

障
害
者
診
断
書

２

写
真
（
証
明
用
）
縦
四
㎝

横
三
㎝
前
向
き

３

申
請
書

４

印

鑑

※
診
断
書
用
紙
・
申
請
書
は
役
場
福
祉
課

に
あ
り
ま
す
。(

二
―
一
五
〇
二)

※
徳
島
県
障
害
者
更
生
相
談
所
で
実
施
し

て
お
り
ま
し
た
手
帳
交
付
診
断
（
等
級

変
更
、
障
害
追
加
を
含
む
）
に
つ
い
て

は
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。

老
人
医
療
を
受
け
て
い
る
方
で
、
医
療

保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
、
届
け
出

が
必
要
で
す
。(

医
療
保
険
証
、
印
鑑
持
参)

入
院
時
一
部
負
担
金
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
（
食
事
代
）
減
額
認
定

証
の
更
新

現
在
減
額
認
定
証
を
受
け
て
い
る
方
で
、

引
き
続
き
必
要
な
方
は
五
月
三
十
一
日
で

期
限
切
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
更
新

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。(

減
額
認
定
証
、

印
鑑
、
医
療
保
険
証
持
参)

町
内
の
各
地
区
の
花
壇
や
ゴ
ミ
の
集
積

所
周
辺
に
花
な
ど
を
植
え
つ
け
、
管
理
を

さ
れ
環
境
美
化
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
活
動
す
る
）
団
体
に
、

予
算
の
範
囲
内
で
事
業
費
の
一
部
を
助
成

い
た
し
ま
す
。

助
成
を
受
け
よ
う
と
す
る
団
体
は
、
住

民
課
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を

ご
記
入
の
う
え
、
六
月
末
日
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ(

申
請)

先

役
場
住
民
課

二
―
一
五
〇
一
ま
で

皆
さ
ん
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
を
ご
存

知
で
す
か
。

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施

行
さ
れ
た
日
で
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
お
よ
び
法

務
省
で
は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し

て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層
の
人
権
思
想
の

啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お

り
ま
す
。

人
権
は
、
人
間
が
幸
福
な
人
生
を
送
る

上
で
、
最
も
大
切
な
権
利
で
す
。
自
分
だ

け
で
な
く
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
内

外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互
い
に
人
権
を

守
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く

る
こ
と
が
、
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

私
た
ち
の
町
に
は
、
勝
浦
町
長
か
ら
推

薦
さ
れ
て
、
法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の

人
権
擁
護
委
員
が
お
り
、
人
権
に
つ
い
て

の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

堀

毅
男（
三
渓
）

二
―
二
四
三
二

中
西

正（
沼
江
）

二
―
三
三
〇
九

森
脇
和
一（
沼
江
）

二
―
三
二
三
七

細
川

寛（
坂
本
）

二
―
四
〇
六
八

人
権
擁
護
委
員
制
度

環
境
美
化
花
づ
く
り

補
助
金
に
つ
い
て

住

民

課

男性に特有な前立腺がんは、

年々増加しています。「おしっ

こが近い、出にくい、残った

ようなかんじがする」と50歳

を過ぎて感じたら要注意！

前立腺がんは、自分では見

つけにくい病気ですが、血液

中に含まれる前立腺特異抗体

を測定することで、発見でき

るようになりました。今年度

から、総合健診の基本健診と

合わせて次のとおり、実施し

ます。早期発見のため、50歳

を過ぎたら定期的に検診を受

けましょう。

対 象 50歳以上の男性

料 金 1,000円

前立腺がん検診に
ついて

福 祉 課 身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
手
続
き
に
つ
い
て

福

祉

課

老
人
保
健
か
ら

手
続
き
の
お
知
ら
せ

福

祉

課
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僕
の
弟
は
、
ダ
ウ
ン
症
と
い
う
病
気

を
も
つ
障
害
者
で
す
。
一
人
で
食
べ
た

り
歩
く
こ
と
は
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

う
ま
く
話
せ
ま
せ
ん
。
僕
は
そ
ん
な
弟

が
き
ら
い
で
、
い
な
け
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

弟
は
養
護
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。

学
校
で
友
達
か
ら
、

「
祐
太
に
は
弟
い
る
の
。
何
年
生
？
」

と
聞
か
れ
る
と
、
僕
は
い
つ
も
、

「
オ
レ
に
弟
な
ん
か
い
な
い
よ
、
ひ
と

り
っ
子
だ
も
ん
。」

と
弟
の
存
在
を
隠
し
て
い
ま
し
た
。
み

ん
な
に
バ
カ
に
さ
れ
る
の
が
怖
い
か
ら

で
す
。
弟
は
何
に
も
悪
い
こ
と
は
し
て

い
な
い
の
に
、
僕
は
自
分
の
弟
を
差
別

し
た
の
で
す
。
こ
ん
な
こ
と
が
何
回
も

あ
り
ま
し
た
。

中
学
二
年
の
時
の
入
学
式
。
新
入
生

が
中
学
校
に
入
学
し
て
き
ま
し
た
。
友

達
が
自
分
の
弟
が
入
学
し
て
き
て
喜
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の
年
入
学
す
る

予
定
だ
っ
た
僕
の
弟
は
入
っ
て
き
ま
せ

ん
。
友
達
は
、
「
あ
れ
、
誰
ち
ゃ
ん
の

弟
だ
よ
。」

「
う
わ
、
そ
っ
く
り
じ
ゃ
ん
。」

と
か
言
い
な
が
ら
う
れ
し
そ
う
に
笑
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
約
一
時
間
、
本

当
に
つ
ら
い
時
間
で
し
た
。

「
何
で
僕
だ
け
が
こ
ん
な
思
い
を
し
な

く
ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
。」

心
の
中
で
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
半
年
く
ら
い
た
っ
た
こ
ろ
で

す
。
同
じ
ク
ラ
ス
の
友
達
が
僕
の
家
に

遊
び
に
き
ま
し
た
。
弟
は
二
階
で
ウ
ル

ト
ラ
マ
ン
の
ビ
デ
オ
を
見
て
い
ま
し
た
。

友
達
は
弟
の
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
。
僕

は
友
達
に
、

「
一
階
で
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
や
ろ
う
よ
。」

と
言
い
、
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま
し
た
。

二
時
間
ほ
ど
た
っ
た
と
き
で
す
。
二
階

の
部
屋
の
扉
が
開
く
音
が
し
ま
し
た
。

弟
が
ビ
デ
オ
を
見
終
っ
た
の
で
す
。
僕

は
心
の
中
で
、

「
ど
う
か
下
り
て
き
ま
せ
ん
よ
う
に
。」

と
祈
り
ま
し
た
。
し
か
し
弟
は
、
僕
の

祈
り
む
な
し
く
一
階
に
下
り
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
僕
達
が
遊
ん
で
い
る
部

屋
に
入
っ
て
き
て
黙
っ
て
僕
の
隣
に
座
っ

て
き
た
の
で
す
。
そ
し
て
弟
は
、

「
祐
太
君
、
マ
リ
オ
、
マ
リ
オ
、
ゲ
ー

ム
。」

と
僕
に
言
っ
て
き
ま
し
た
。
友
達
は
び
っ

く
り
し
た
顔
で
僕
に
、

「
誰
？
こ
い
つ
。」

と
聞
い
て
き
ま
し
た
。

「
オ
レ
の
弟
だ
よ
。」

と
言
う
と
、
友
達
は
ま
た
び
っ
く
り
し

た
顔
で
、

「
障
害
者
？
」

と
聞
い
て
き
ま
し
た
。
僕
は
黙
っ
て
う

な
ず
き
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
重
苦
し
い

空
気
が
部
屋
に
流
れ
、
僕
は
話
を
変
え

よ
う
と
、

「
ゲ
ー
ム
ち
が
う
の
に
し
よ
っ
か
。」

と
友
達
に
聞
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
弟

は
、
「
祐
太
君
、
マ
リ
オ
、
マ
リ
オ
、
ゲ
ー

ム
。」

と
僕
に
言
っ
て
き
ま
し
た
。
僕
は
頭
に

き
て
、

「
お
め
ー
は
う
る
せ
え
ん
だ
よ
。
上
に

行
け
よ
。」

と
弟
に
ど
な
り
ま
し
た
。
弟
は
さ
み
し

そ
う
に
二
階
へ
上
が
っ
て
行
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
二
～
三
時
間
ほ
ど
過
ぎ
、
友

達
が
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。
夜
に
な
り
、

夕
食
の
時
間
が
き
ま
し
た
。
僕
は
ず
っ

と
黙
り
な
が
ら
ご
飯
を
食
べ
、
部
屋
に

も
ど
り
ま
し
た
。
い
つ
も
と
ち
が
い
不

思
議
に
思
っ
た
母
が
僕
の
部
屋
に
入
っ

て
き
て
僕
に
、
今
日
何
が
あ
っ
た
の
か

を
聞
い
て
き
ま
し
た
。
僕
は
今
日
あ
っ

た
こ
と
を
す
べ
て
母
に
話
し
ま
し
た
。

す
る
と
母
は
す
ご
い
形
相
で
、

「
バ
カ
、
あ
な
た
は
自
分
が
し
た
こ
と

が
わ
か
っ
て
る
の
。」

と
僕
の
肩
を
つ
か
み
な
が
ら
言
い
ま
し

た
。
僕
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
ふ
だ

ん
静
か
な
母
が
キ
レ
た
の
で
す
。
母
は
、

「
あ
な
た
は
自
分
の
弟
を
差
別
し
た
の

よ
。
く
ー
ち
ゃ
ん
は
何
も
悪
い
事
を
し

て
い
な
い
の
よ
。
そ
ん
な
事
で
く
ー
ち
ゃ

ん
を
バ
カ
に
す
る
友
達
な
ら
別
れ
な
さ

い
。」

と
す
ご
い
大
き
な
声
で
僕
を
怒
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
母
は
泣
い
て
い
ま
し
た
。

大
粒
の
涙
が
床
に
ポ
ト
ポ
ト
落
ち
て
い

ま
し
た
。
そ
の
と
き
僕
は
、
人
と
し
て

最
低
な
事
を
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
き

ま
し
た
。
そ
の
夜
、
僕
は
弟
と
マ
リ
オ

の
ゲ
ー
ム
を
や
り
ま
し
た
。
弟
は
と
て

も
う
れ
し
そ
う
に
ゲ
ー
ム
を
や
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
僕
も
何
だ
か
う

れ
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
気
づ
く
と

僕
の
目
に
は
涙
が
た
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

「
く
ー
ち
ゃ
ん
ご
め
ん
ね
。
く
ー
ち
ゃ

ん
ご
め
ん
ね
。」

と
何
度
も
何
度
も
あ
や
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
時
、
僕
に
と
っ
て
何
よ
り
も
か

け
が
え
の
な
い
、「
大
切
な
人
」
が
で

き
た
の
で
す
。

僕
は
こ
れ
か
ら
弟
を
隠
し
ま
せ
ん
。

友
達
に
聞
か
れ
て
も
隠
さ
ず
に
「
僕
に

は
こ
ん
な
弟
が
い
る
ん
だ
。」
と
は
っ

き
り
答
え
ま
す
。
も
し
弟
の
こ
と
を
バ

カ
に
す
る
奴
が
い
た
ら
反
対
に
、
「
お

前
に
は
大
切
な
人
が
い
る
か
。」
と
言
っ

て
や
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

世
界
に
は
、
僕
と
同
じ
よ
う
な
人
が

た
く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
。
兄
弟
が

障
害
者
と
い
う
こ
と
は
、
け
っ
し
て
恥

ず
か
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な

ぜ
な
ら
そ
の
人
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
「
大
切
な
人
」
な
ら
、

そ
れ
で
い
い
か
ら
で
す
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

大切な人

かたりあうページ
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七
回
忌
の
夫
の
法
要
に
帰
り
来
し
息
子
三
人
の
広
き
肩
幅

横

瀬

中
田
ヤ
ス
エ

〈
評
〉
夫
の
七
回
忌
の
法
要
に
息
子
三
人
が
帰
っ
て
来
た
。
そ
の
息

子
た
ち
の
、
そ
れ
ぞ
れ
に
広
く
た
く
ま
し
い
肩
幅
を
見
な
が
ら

一
し
お
の
感
慨
に
浸
る
作
者
。
こ
の
歌
の
よ
さ
は
事
実
だ
け
を

言
っ
て
、
余
情
を
読
者
に
感
じ
さ
せ
た
と
こ
ろ
。

夫
の
遺
品
の
時
計
持
た
せ
し
初
出
勤
の
息
子
見
送
る
四
月
の
朝
あ
し
た

横

瀬

平
山
美
千
江

〈
評
〉
生
前
の
夫
が
い
つ
も
腕
に
巻
い
て
い
た
遺
愛
の
時
計
を
初
出

勤
の
息
子
に
持
た
せ
た
の
だ
。
こ
の
妻
の
思
い
を
息
子
が
受
け

継
い
で
今
朝
は
新
調
の
背
広
姿
で
颯
爽
と
初
出
勤
。
見
送
る
母

の
目
に
は
か
つ
て
の
夫
の
出
勤
姿
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

競
い
合
い
数
え
な
が
ら
に
肩
た
た
き
く
れ
る
孫
ら
の
柔
き
温
も
り

横

瀬

桜
木
千
代
子

〈
評
〉
こ
の
歌
の
巧
み
な
と
こ
ろ
は
「
競
い
合
い
数
え
な
が
ら
に
」

と
い
う
複
数
の
孫
の
姿
が
的
確
に
描
け
て
い
る
こ
と
。
ま
た

「
孫
ら
の
柔
き
温
も
り
」
に
小
さ
な
孫
か
ら
受
け
る
よ
ろ
こ
び
が

出
て
、「
温
も
り
」
と
い
う
語
句
が
効
果
を
あ
げ
た
。

長
旅
を
耐
え
き
し
燕
の
舞
う
見
れ
ば
安
堵
し
胸
の
こ
み
あ
ぐ
る
な
り

生

名

川
田
タ
マ
ヱ

〈
評
〉
は
る
ば
る
と
遠
い
南
の
国
か
ら
、
生
ま
れ
育
っ
た
日
本

の
国
へ
帰
っ
て
来
た
燕
た
ち
。
作
者
の
目
の
前
で
宙
に
舞

う
燕
を
見
な
が
ら
そ
の
小
さ
な
体
で
長
い
旅
を
耐
え
ぬ
い

た
苦
労
に
胸
熱
く
こ
み
あ
ぐ
る
も
の
を
感
じ
た
作
品
で
あ

る
。

一
樹
に
は
一
樹
の
歴
史
巣
を
宿
す
大
杉
は
風
に
揉
ま
れ
つ
つ
立
つ

坂

本

木
下
茂
子

石
垣
の
草
を
除
け
ば
さ
ま
ざ
ま
な
石
の
表
情
に
ド
ラ
マ
が
生あ
れ
る

棚

野

田
中
久
子

保
証
な
き
暮
ら
し
に
父
は
子
に
向
き
て
「
公
務
員
に
な
れ
よ
」

と
言
い
聞
か
せ
お
り

立

川

堀

梅
子

土
に
帰
る
日
の
近
付
く
と
思
い
お
り
生
け
る
も
の
み
な
懐
か
し
と
見
ゆ

棚

野

殿
川
早
苗

思
慮
決
断
に
抜
群
の
友
山
本
圭
一
君
は
猪
狩
り
も
巧
み
今
期
十
八
頭
捕
る

喜
楽
苑

中
瀬
英
夫

競
い
つ
つ
水
田
買
い
た
る
時
代
も
過
ぎ
休
耕
田
に
夏
草
繁
る

沼

江

森
脇
ア
ヤ
子

真
っ
直
ぐ
に
伸
び
し
念
願
の
杉
檜
歩
く
も
困
難
山
を
見
回
る

棚

野

北
島
ア
サ
ノ

春
の
日
に
稚
鮎
が
群
れ
て
泳
ぎ
お
り
あ
と
二
ヶ
月
は
平
穏
の
川

横

瀬

日
下
克
子

放
課
後
の
子
の
声
聞
き
つ
つ
夏
野
菜
を
明
日
は
植
え
ん
と
畑
打
ち
返
す

横

瀬

廣
安
美
枝
子

峡
の
道
抜
け
れ
ば
展
く
る
わ
が
町
へ
三
日
の
旅
を
終
え
て
戻
り
ぬ

中

山

山
下
房
雄

手
を
休
め
洗
濯
の
音
に
呼
ば
る
ま
で
広
げ
し
新
聞
拾
い
読
み
す
る

横

瀬

丸
関
朋
子

野
に
佇
ち
て
幼
く
逝
き
し
友
を
偲
ぶ
に
た
ん
ぽ
ぽ
の
笛
は
胸
内
に
ひ
び
く

棚

野

島

つ
と
む

谷
水
を
担
い
て
運
び
し
日
は
杳
く
溢
れ
る
水
に
洗
濯
弾
む

棚

野

田
中
茂
子

吾
よ
り
も
若
き
友
な
り
急
逝
の
知
ら
せ
に
一
瞬
言
葉
失
う

中

山

栗
城

絹

ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
な
痩
せ
た
女
医
さ
ん
に
胃
カ
メ
ラ
を
喉
に
差
し

込
ま
れ
る
恐
怖
の
時
間

坂

本

山
口
昭
市

残
す
べ
き
物
な
ど
あ
ら
ぬ
さ
み
し
さ
を
今
宵
奮
起
し
て
書
き
初
め
た
り

坂

本

平
尾
智
男

川
岸
に
魚いを
待
つ
鷺
が
飛
び
交
ひ
て
流
る
る
水
は
夏
色
に
染
む

横

瀬

塩
栗
大
輔

帰
る
子
に
渡
し
忘
れ
し
一
品
は
受
話
器
の
傍
ら
に
置
き
し
ま
ま
な
る

中

山

溝
内
喜
美
代

花
の
散
る
憂
い
を
秘
め
て
城
山
は
か
す
む
が
如
く
桜
の
盛
る

生

名

柳
田
末
子

リ
ハ
ビ
リ
を
日
々
続
け
い
る
肩
な
れ
ど
子
育
て
に
重
き
役
な
せ
し
肩

横

瀬

林

と
み
え

選
者
の
一
首

北
ま
く
ら
に
寝
か
さ
れ
僧
を
待
つ
間
の
ま
だ
仏
に
な
ら
ざ
る
友
と
話
す
る

松
並
武
夫

〈
係
り
よ
り
〉
仮
名
で
投
稿
さ
れ
る
方
は
、
本
名
を
「
中
田
」

ま
で
知
ら
せ
て
く
だ
さ
る
か
、
郵
便
局
へ
届

け
て
連
絡
の
と
れ
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

次
回
作
品
募
集

六
月
一
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
万
里

七
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香
月

松
並
武
夫

選
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駐
在
所
だ
よ
り

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
の
水
泳
や
水
遊
び
を
避
け
る

保
護
者
（
大
人
）
が
同
行
し
、
特
に
幼
児
か
ら
は

絶
対
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

遊
泳
禁
止
区
域
で
は
泳
が
な
い

河
口
付
近
な
ど
は
、
急
に
深
み
が
あ

る
な
ど
危
険
で
す
。

悪
天
候
の
と
き
、
水
の
多
い
と
き
、

波
の
高
い
と
き
は
泳
が
な
い

水
の
流
れ
が
速
い
な
ど
危
険
で
す
。

泳
ぐ
前
に
は
必
ず
準
備
運
動
を

お
ぼ
れ
な
い
よ
う
に
、
準
備
運

動
は
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
体
調

の
悪
い
と
き
は
泳
が
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

チェッ
ク

ポイント

道
路
交
通
法
＆
同
法
施
行
令

一
部
改
正

交通安全 ひとくちメモ

悪質・危険な違反の罰則等強化
～道路交通法・同法施行令の一部改正～ ６月１日施行

悪質・危険な運転による重大事故が後を絶たないこと
から、道路交通法および同法施行令が一部改正され飲酒
運転や無免許運転の罰則等が厳しくなります。
特に罰則の対象となる酒気帯び運転は、基準が強化さ
れ今までの酒気帯び運転は、呼気１ 中のアルコール濃
度が0.25㎎以上が、６月１日からは0.15㎎以上に引き下
げられ、わずかな飲酒でも「酒気帯び運転」となります。

い
ず
れ
も
家
人
が
寝
て
い
る

ス
キ
に
、
無
締
ま
り
の
ド
ア
か

ら
侵
入
し
、
現
金
の
み
を
盗
っ
て
い
ま
す
。
手
口
か
ら
し

て
プ
ロ
の
犯
行
と
思
料
さ
れ
今
後
の
発
生
も
予
想
さ
れ
る

と
こ
ろ
か
ら
、
充
分
戸
締
ま
り
を
し
て
く
だ
さ
い
。

生
比
奈
管
内
に
て

連
続
忍
び
込
み
事
件
発
生

深
夜
に
六
件
の
連
続
発
生

戸
締
ま
り
を
し
っ
か
り

警
察
官
募
集

警
察
官

（
大
学
卒
業
お
よ
び
見
込
み
者
）

受
付
は
六
月
四
日
ま
で

詳
し
く
は
駐
在
所
ま
で
!

悪質・危険な運転行為等に対する罰則の引上げ
違 反 名 罰則（改正後）

救護義務違反（ひき逃げ） ５年以下の懲役又は50万円以下の罰金

酒酔い運転
過労運転（麻薬等）

３年以下の懲役又は50万円以下の罰金

共同危険行為等 2年以下の懲役又は50万円以下の罰金

酒気帯び運転・無免許運転
過労運転（その他）等

１年以下の懲役又は30万円以下の罰金

平
成
十
四
年
六
月
一
日
施
行

悪質違反の違反点（基礎点）が大幅アップ

違反行為の種別
違 反 点
改正前→改正後

酒酔い運転／麻薬等運転／共同危険行為等 15点→25点

酒気帯び（0.25以上）／無免許 13点→23点

酒気帯び（0.25未満）／無免許運転 12点→20点

無免許運転 12点→19点

酒気帯び運転（0.25以上）／過労運転等 ６点→13点

酒気帯び運転（0.15以上0.25未満） ナシ→６点

増
え
て
い
ま
す
！

子
ど
も
の
水
難

こ
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
よ
う
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国保と医療費

保険税の決め方
その年に予測される医療費から、国などからの補助金と私たちが病院で支払う一部負担金を

差し引いた分が保険税となります。

保険税の総額を上の４つの項目をもとに算定、それらを組み合わせて一世帯ごとの保険税額

が決まります（市区町村によって組み合わせは異なります。）。

保険税自己負担金

国や地方自治体
などの補助金

その年に予測
される医療費

平 等 割 一世帯にいくらと計算

均 等 割 世帯の加入者数に応じて計算

所 得 割 世帯の所得に応じて計算

資 産 割 世帯の資産に応じて計算

保険税の納め方
保険税は国保の被保険者としての資格を得た月、例えば職場の健康保険を抜けたり、他の市

区町村から転入した月の分から納めます。

入院時の食事代の減額認定証の更新手続き
住民税が非課税世帯の方が入院した場合には、申請すれば１日の食事代負担額が760円から

650円に、また、90日を超えた場合には500円軽減されます。

該当される方はすでに減額認定証を交付していますが、平成14年５月31日で有効期限が切れ

ます。再度軽減認定証を受ける必要がある方は更新手続きをしてください。

【申請に必要なもの】

健康保険証・印鑑・食事代の減額認定証・老人医療の方は老人医療受給証。

【申請場所】
国民健康保険に加入している方は、税務課

老人医療を受けている方は、福祉課

保険税の納付は世帯主の義務
世帯主本人が職場の健康保険などに加入している場合でも、世帯内に国保の被保険者がいる

場合は保険税納付の義務は世帯主にあります。

６月に会社をやめ、９月に国保加入の届け出を出した人の場合

たとえば

会社をやめた
▼

６月

この間の医療費は
全 額 自 己 負 担

国保加入の届け出を出した
▼

７月 ８月 ９月 10月

保険税は国保の資格を得た６
月までさかのぼって納めます。

また、届け出をした９月まで
保険証がありませんから、６～

８月のあいだの医療費は全額自
己負担になります。

40歳から64歳の介護保険料は、国保税として徴収します。
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みんなの健康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

４ 火 総 合 健 診 ８:00～10:00
沼江コミュニ
ティセンター

40歳以上の一般住民 問 診 票

７ 金 1歳6か月児健康診査 13:00～13:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成12年９月１日から12
月31日までに生まれた子

予 診 票
母子健康手帳

10 月
デ イ ・ ケ ア
「 た ん ぽ ぽ の 会 」

13:30～15：30
農村環境改善
セ ン タ ー

会 員

11 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:00 10:30 勝 浦 病 院
平成14年１月１日から４
月30日までに生まれた子

母子健康手帳

14 金 総 合 健 診 ８:00～10:00 農村婦人の家 40歳以上の一般住民 問 診 票

18 火
生活習慣病予防教室
健 康 相 談

９:30～14:30 久国 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

20 木 総 合 健 診 ８:00～10:00 星谷 集 会所 40歳以上の一般住民 問 診 票

21 金 妊 婦 教 室 ９:30～14:00
農村環境改善
セ ン タ ー

妊婦（６月13日までに福祉
課へ申し込んでください。）

24 月
婦 人 が ん 検 診
骨 粗 鬆 症 検 診

13:00～14：00
農村環境改善
セ ン タ ー

30歳以上の女性 問 診 票

25 火
生活習慣病予防教室
健 康 相 談

９:30～14：30 棚野 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

26 水 総 合 健 診 ８:00～10:00
今山ふれあい
交 流 館

40歳以上の一般住民 問 診 票

27 木

健 康 相 談 ９:30～11：00 坂本 集 会所 一 般 住 民 健 康 手 帳

成 人 歯 科 健 康 診 査 13:30～16:00 勝 浦 会 館
40歳以上の一般住民
（要予約）

問 診 票

28 金 乳 児 健 康 診 査 13:30～14:30
農村環境改善
セ ン タ ー

平成13年10月１日から14年
４月30日までに生まれた子

母子健康手帳

６月の保健行事 〈問い合わせ先 福祉課保健師へ 2-1502〉

日
本
人
の
百
万
か
ら
二
百
万
人
が
感
染
者
と

い
わ
れ
て
い
る
Ｃ
型
肝
炎
。
こ
の
病
気
は
、
血

液
を
介
し
て
感
染
し
、
肝
臓
の
細
胞
を
壊
す
こ

と
で
肝
臓
の
働
き
を
悪
く
す
る
病
気
で
す
。「
沈

黙
の
臓
器
」
と
い
わ
れ
る
肝
臓
は
、
ひ
ど
く
な

る
ま
で
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
現
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
感
染
に
気
づ
か
ず
、
そ
の
ま
ま
放
置
し

て
お
く
と
、
感
染
か
ら
二
十
か
ら
三
十
年
か
け

て
慢
性
肝
炎
、
肝
硬
変
、
肝
が
ん
と
進
行
す
る

こ
と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
年
度
か
ら
次
の

と
お
り
基
本
健
診
に
合
わ
せ
て
、
肝
炎
ウ
ィ
ル

ス
検
査
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
血
液
中
の

Ｃ
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
抗
体
な
ら
び
に
Ｂ
型
肝
炎

ウ
ィ
ル
ス
抗
体
を
検
査
し
て
、
肝
炎
に
感
染
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
調
べ
ま
す
。

も
し
感
染
し
て
い
て
も
、
専
門
医
に
早
め
に

受
診
し
適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
で
、
肝
炎
の

進
行
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

対

象

者

①
平
成
十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、

四
十
歳
、
四
十
五
歳
、
五
十
歳
、
五
十
五

歳
、
六
十
歳
、
六
十
五
歳
、
七
十
歳
を
迎

え
る
人
。

②
過
去
に
肝
機
能
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
こ
と

が
あ
る
人
。

た
だ
し
、①
、②
以
外
の
人
、
過
去
に
肝

炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
あ
る

人
、
す
で
に
医
療
機
関
で
肝
炎
等
の
治
療

を
受
け
て
い
る
人
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

料

金

八
百
円

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
に
つ
い
て
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保 健 だ よ り

今年度も町内を巡回して、次のとおり集団健診を実施します。総合健診では新しく前立腺がん

検診、肝炎ウィルス検査が加わります。（詳しくはＰ12、Ｐ17をご覧ください）また、骨粗鬆症検

診については婦人がん検診と合わせて実施します。
料金は表のとおりですが、生活保護世帯の方、町民税非課税世帯の方および満70歳以上の方は

無料です。ただし、骨粗鬆症検診は500円、前立腺がん検診には1，000円が必要です。

健康管理のため、年に１度は必ず受診しましょう。

月日 曜 健 診 受付時間 場 所 対象地区

７／２ 火 総 合 健 診 午前８時～10時 坂本集会所 坂本

７／３ 水 総 合 健 診 午前８時～10時 生名センター 生名

７／９ 火 婦人がん検診、骨粗鬆症検診 午後１時～２時30分 農村婦人の家 全地区

７／11 木 総 合 健 診 午前８時～10時 農村環境改善センター 横瀬

７／12 金 総 合 健 診 午前８時～10時 農村環境改善センター 中山、与川内

７／15 月 婦人がん検診、骨粗鬆症検診 午後１時～２時 農村環境改善センター 全地区

７／25 木 総 合 健 診 午前８時～10時 農村環境改善センター 久国、棚野

７月以降の総合健康診査の日程は次のとおりです。

健康診査の内容 検診料 検 査 内 容

乳腺・甲状腺検診 600円 問診、視触診

子 宮 が ん 検 診 700円 問診、視診、子宮頸部の細胞診及び内診

骨 粗 鬆 症 検 診 500円 超音波による骨密度測定

婦人がん検診・骨粗鬆症検診

（注意）胃がん検診、基本健康診査は、当日何も食べずに受診してください。
前立腺がん検診、肝炎ウィルス検査は基本健康診査と合わせて実施します。基本健診を受診しない人は、
前立腺がん検診、肝炎ウィルス検査を受けることができません。

健康診査の内容 検診料 検 査 内 容

基 本 健 康 診 査 500円 身長、体重、血液検査、尿検査、心電図等

前立腺がん検診 1,000円 血液中の前立腺特異抗原を測定

肝炎ウィルス検査 800円
血液中のＣ型肝炎ウィルス抗体、Ｂ型肝炎ウィルス抗体を

検査して感染の有無を調べる

胃 が ん 検 診 1,000円 バリウムによる胃透視

結核・肺がん検診
300円 レントゲン撮影

800円 レントゲン撮影と喀痰検査の対象となった人

大 腸 が ん 検 診 1,100円 ２日間の便の潜血反応を判定

総合健診で実施する健診

平成14年度 集団健診が始まります。
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六
月
の
行
事

子
ど
も
映
画
会

八
日

午
後
二
時
か
ら

図
書
館
二
階
視
聴
覚
室

内
容
は
お
楽
し
み
に

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
三

午
後
二
時
か
ら

内
容
は
お
楽
し
み
に

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

五
日
・
十
二
日
・
十
九
日

二
十
六
日

休

館

日

三
日
・
十
日
・
十
七
日

二
十
四
日
・
三
十
日

※
図
書
館
が
し
ま
っ
て
い
る
時

の
返
却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

一

般

書

蒼そう
龍
り
ゅ
う

山
本
一
力

深
夜
の
孤
宴

辻
井

喬

春
風
落
月

阿
川
弘
之

う
さ
ぎ
の
ミ
ミ
リ
ー

庄
野
潤
三

白はく
鷹よう
伝でん
―
戦
国
秘
録
―

山
本
兼
一

溝
鼠

新
堂
冬
樹

凱
歌
の
後

塚
本
青
史

が
ふ
い
し
ん
ぢ
ゅ
う

岩
井
志
麻
子

ハ
ル
ビ
ン
・
カ
フ
ェ

打
海
文
三

竜
馬

４

薩
長
篇

津
本

陽

ザ
・
勝
負

清
水
義
範

冬
の
旅
人

皆
川
博
子

ア
リ
ゾ
ナ
無
宿

逢
坂

剛

さ
く
ら
え
び

さ
く
ら
も
も
こ

空
の
オ
ル
ゴ
ー
ル

中
島
ら
も

よ
し
わ
ら

鈴
木
弘
樹

神
か
く
し

南
木
佳
士

悪
質
商
法
被
害
例
と
救
済
法

木
元
錦
哉

花
結
び
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー

田
中
年
子

「
飽
き
な
い
」
散
歩
術

出
井
邦
子

エ
ミ
リ
ー

岳
本
野
ば
ら

声

柳

美
里

虹

吉
本
ば
な
な

着
物
を
お
し
ゃ
れ
に
リ
フ
ォ
ー
ム

岡
崎
克
代

Ｔ
Ｖ
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

学
校
の
怪
談

キ
ョ
ロ
ち
ゃ
ん

新
着
図
書
紹
介

ビ
デ
オ
入
荷

蜂須賀家紋（丸に万字、抱き柏）

皮 兜

着 物 ・ 裃 裃 遊 山 箱

図 書 館
だ よ り

郷土資料室の展示品を一部入れ替えました

新開遠江守様が被っておられた皮兜をはじめ、

蜂須賀様が使っておられた遊山箱、袴等、26点

入れ替りましたので是非ご覧になってください。

（土）
（日）
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４
月
16
日
～
５
月
15
日

（
敬
称
略
）

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

岡
本
教
生

長
女

大
字
沼
江

）

字
黒
岩

美
恵
子

紅くれ

華か

坂
口
充
弘

長
女

大
字
三
溪

）

字
定
岡

寿
子

明あ
日す
香か

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
久
国
字
馬
場

松
村
靜
夫（
77
歳
）

大
字
生
名
字
中
道

花
房
サ
カ
ヱ（
85
歳
）

大
字
中
角
字
前
山

岡
本
靜
夫（
76
歳
）

大
字
坂
本
字
坂
本

宮
下
宮
子（
66
歳
）

大
字
三
溪
字
小
川

板
東
千
代
子（
44
歳
）

大
字
久
国
字
原

金
澤
君
代（
61
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

４
月
16
日
～
５
月
15
日

岡

慶
次
郎
さ
ん
（
久
国
）

戸
川
敏
宏
さ
ん
（
生
名
）

錦
内
淳
善
さ
ん
（
横
瀬
）

松
村
雅
男
さ
ん
（
久
国
）

宮
下

清
さ
ん
（
坂
本
）

花
房
豊
枝
さ
ん
（
生
名
）

板
東
成
芳
さ
ん
（
与
川
内
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

交通事故相談日

日 時 ６月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2-2030

相談員 久次米憲二
お問い合わせ 交通事故相談所 徳島県庁１階

088 -621 -3200

※お気軽にご相談ください。

６月２日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月４日 上勝町診療所 ４－５０１０

６月６日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月８日 山 西 医 院 ２－３０２７

６月10日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月12日 湯 浅 医 院 ２－２００３

６月14日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月16日 赤 岩 医 院 ２－２００６

６月18日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月20日 上勝町診療所 ４－５０１０

６月22日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月24日 山 西 医 院 ２－３０２７

６月26日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

６月28日 湯 浅 医 院 ２－２００３

６月30日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時

休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

心配ごと相談
● 日時 ６月７日

６月14日
６月21日

６月28日

● 時間
午後１時～午後４時30分

● 内容
人権･行政･厚生･福祉

● 場所
住民福祉センター１階

平日でも受付しており
ますので、お気軽にお
問い合わせください。

（ ２－4652）

６ 月
６月交流講座ご案内
近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
６ 13 20 27

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
11 18 25

午後２:00～４:00
火 火 火

歌 謡
４ 11 18

午後７:30～９:30
火 火 火

生け花
５ 20

午後７:30～９:30
水 木

大正琴
６ 20 28 木曜日は午後１:00～３:00

金曜日は午後７:00～９:00木 木 金

習 字
７ 14 21 28

午後７:00～９:00
金 金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

戸籍の

窓

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

（火）

（金）

（金）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（土）




